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高齢者の夏季屋外運動時における発汗量・水分摂取量と着衣の実態
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【目的】高温環境下での運動゛時は、発汗により脱水が生じるため、飲水によって水分を補

給することが重要である。大学運動部の選手を対象にした迎動現場での水分補給に関.して

は、様々な視点から報告されているが、高齢者を対象としたものは見当たらない。そこで
本研究では、高齢者の夏季運動時の水分出納の実態を把握するため、ゲートボール競技時

における発汗最、飲水量および体重減少最の関係を検討した。一方、衣服は汗の蒸発効率

などの体温調節作用に影響するため、その競技時の着衣実態なども併せて調査した。

　【方法】被験者は、高齢者男女9名（年齢:58～82歳）であり、ゲートボールの試合形式の
練習時に、練習前後の体重および飲水ボトル重量を測定した。それらの測定値から発汗量、

飲水量、体重減少量を算出した。実験は1995年８月下旬に実施した。m境は気温34～Zb°C、

相対湿度70～80％、風速0～3 m/secであり、晴天であった。同時に、その時の着衣形態な

どをインタビュー調査した。また、53～81歳の男女38名を対象に、ゲートボール時に着用

する衣服の機能性に関する不満・問題'点を集団面接法により調査した。
　【結果】l)飲水量・体重減少量は個人差が大きく、発汗量に対する飲水量の割合(水分補

給率)は、平均(±SD)54(±38)％であり、発汗量に見合った水分は補給されていないこと

がわかった。2)長袖のワイシャツ。つぱ付き帽子などの着衣実態が観察され、太陽の放射
熱に対する配慮はされていたが、運動に適した着衣であったかは疑問である。3)競技時衣

服の不満では、サイズ・構成に関するものが49％ともっとも多かった。体型・迎動機能を
考慮した衣服設計が望まれると共に、高齢者には運動時の十分な水分摂取が必要である。

2 Dp－6 暑熱環境下の農薬散布用防護装備の完全装着時における生理的負担の改善

　　　　　　　　　　長野県短大　Ｏ林　千穂　　奈良女大生活環境　登倉尋実

《目的》農薬散布時に，一般的に着用されている市販の防除衣けｲﾛﾝ.湿式3-fｨﾝｸﾞ),ゴ

ム長靴，手袋（あ･>)ｳﾚﾀﾝ）を着用した場合（Ａ）と，著者らが今まで改良を試みてきた防除
衣（綿．超撥水加工）.長靴（脚部に透湿防水布）,手袋（前腕部に透湿防水布）を着用

し，さらに局所冷却を加えた場合(B）について，実験を行い両者について比較検討した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶･a･ ・丿J　　●《方法≫実験は気温28°C, 60％RHの人工気候室で，健康な女子学生６名を対象に行った。
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前記以外のA, B共通の衣服として，防護マスク（3H.8710）,半袖シャツ，半ズボン下お
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よびソックスを着用した。被験者は直腸温の安定を確認後，全ての衣服を着用し，15分間

の椅座安静後エルゴメーター（50W)による15分間の運動負荷を, 5分間の安静をはさみ3回

繰り返した。Ｂの局所冷却は，第１回運動開始直前に市販の冷却帽（ｸμｲｼKK)の前頭部と

半袖シャツの胸部に保冷具を固定し，実験終了まで継続した。測定項目は，直腸温，発汗

量，心拍数，皮膚温および実験前後の衣服重量差から衣服への付着汗量を算出した。さら
に各運動終了時と安静終了時に着用感の主観中告をおこなった。

《結果》直腸温と発汗量および心拍数は, Bの方がＡより上昇が抑制され，実験後半で有

意差が認められた。皮膚温については，保冷具の固定位置に近いＢの前額と胸および透湿

防水布を用いたＢの前腕において. Aより有意に低い値を示した。また着用感については，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一ﾐｰ･ ･ﾐｰ･k〃－－　－　丿　　」-nri　^Tヽ1-4-
温冷感と湿m感および快適感いずれもＢの方がＡより良好な評(iが得られた。衣服への付

着汗量は，半袖ｼｬﾂと手袋においてＢの方がＡより有意に少なかった。　以上のことから. B

の着衣の方が生理的負担が軽減され，着用感も改善されることが示唆された。
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